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営業の概況

当行 の 概要 目 次 平成18年9月30日現在

ご あ い さ つ 

設 立

資 本 金

本店所在地

店 舗 数

従 業 員 数

株 主 数
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TEL.098-866-1212（大代表）

65カ店
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12,010名
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ごあいさつ／貸出金／個人ローン／

事業者向け無担保融資／預金／預かり資産／

コア業務純益／経費／経常利益・中間純利益／

自己資本比率／格付け／開示債権／

平成18年度業績予想／資産の健全化

中間貸借対照表／中間損益計算書

中間株主資本等変動計算書／信託財産残高表

中間連結貸借対照表／中間連結損益計算書

取締役頭取

　株主の皆様には、ますます

ご清祥のこととお慶び申し上

げます。

　平素は格別のお引き立てを

賜り、誠にありがたく厚くお

礼申し上げます。

　ここに、第91期中間期（平成

18年4月1日～平成18年9月30

日）の営業の概況と決算の状

況につきましてご報告申し上

げます。

金融経済環境

　平成18年度上期の国内経済は、個人消費は終盤に伸びが

鈍化したものの企業収益の改善から設備投資が増加し、雇

用情勢の改善に広がりがみられたことから景気は回復し

ました。

　県内経済は、建設関連が公共工事の減少からやや弱含ん

だものの、堅調な民間工事が下支えとなり、また、観光関連

が沖縄ブームから引き続き好調を維持したほか、個人消費

も堅調に推移したことから回復を続けました。この間、雇

用環境では賃金が改善傾向を示し、企業倒産も落ち着いた

動きで推移しました。

営業の経過および成果

　このような環境の下、当行は、中期経営計画「Leap2005」

（飛躍2005）の着実な履行に取り組みました。

　計画2年目である平成18年度は、経営目標に「収益機会の

拡大と経営基盤の再構築」を掲げ、積極的な新規業務分野

への進出や新たな顧客層への浸透等に取り組んでいます。

　平成18年5月には県内地銀で初めて遺言信託・遺産整理

業務に参入し、6月にはプライベート・バンク最大手のロ

ンバー・オディエ・ダリエ・ヘンチ・ジャパンとの協業を開

始するなど、多様で高度な資産運用サービスを提供できる

体制を構築しました。

　平成18年5月には、3月に提携した那覇、沖縄両商工会議

所に続き沖縄県商工会連合会と提携、さらに9月からは沖

縄県中小企業家同友会とも提携し、それぞれの会員企業

に対して融資商品の金利優遇を実施するなど、中小企業

取引に係る顧客基盤の拡充に努めました。

　平成18年7月には、東京住宅ローンセンターを設置し、

県外からの移住希望ニーズへの対応も開始しました。

当行が対処すべき課題

　国内経済は、企業部門の好調さが家計部門へ波及して

おり、国内民間需要に支えられた景気回復が続くものと

見込まれています。

　県内経済は、好調な観光や雇用面の改善傾向等により

回復基調が持続していますが、金融機関においては、大手

行の進出等もあり競争環境はますます激化していくもの

と予想されます。

　このような状況下、当行は、劣後社債および優先株式の

発行により財務基盤を強化し、18年10月には公的資金400

億円のうち340億円を返済しました。これは、公的資金と

いう当面の課題に決着をつけ、金融環境の変化や多様化・

高度化するお客様のニーズに積極的に対応できる態勢を

早期に実現することを目的とするものです。

　当行は、中期経営計画に掲げる諸施策を着実に実行し、

地域への円滑な資金供給や問題解決型機能を提供するこ

とで地域経済の活性化に貢献し、お客様から信頼される

銀行、すなわち「まかせてバンク」の実現を目指してまい

ります。


